



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































柱ではなくノドに、数字を罫線で囲った形で示されてい 三一丁の丁付は、本来「卅一」とあるべきところ、前丁と同じく「卅」となっているように見える。 「卅」の下に横線があるが、これは数字の囲い線のように見え、判然としない。ほかに参照した東京都立中央図書館本（加賀文庫〈七八二九〉 ）でも同様 あ の （初瀬川文庫本では落丁、舞鶴市郷土資料館本はマイクロ複写したものを参照したため、ノド 部分が隠れて確認できなかった） 、ここではとりあえず「卅」と示した。　
また、底本とした国会図書館本では四九丁が落丁している。た







落丁、 未見であるが、 立教大学 本も同館ＨＰ 「飛び丁あり：四十八 の次は五十丁」と四九丁の落丁を指摘する。四九丁はもともと存在しないのか、管見の限り、いまだ四九丁に巡り合っていない。
